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第５期事業・令和６年次
鶏卵生産者経営安定対策事業が確定！
予算総額５１．７億円で基金化継続

１．鶏卵価格差補てん事業

１）積立金の単価　　　３円２３銭

２）契約に関わる計算基準は、１日・１羽当たり生産量で算出

　　旧計算基準 　　新計算基準 　旧契約で１．２ｋｇ選択した場合

１羽/月当り生産量 １羽/日当り生産量 　日量ｇをkg単位にして算出する

1.　２ kg 40 ｇ 　（契約羽数×０．０４kg×日数）

1.　３ kg 44 ｇ 30日の月（4，6，9，11月）

1.　４ kg 47 ｇ 31日の月（5,7，8,10,12,1,3月）

1.　５ kg 50 ｇ 28日の月（2月）

＊１．２ｋｇを選択した継続加入者は契約羽数が前年同様で４０ｇ

を選択して算出した１ケ月当たり生産量で契約する方法となる

前年同一羽数で契約すると令和６年度は３６５日の為０．２%減

３）新規契約及び増羽契約者の別途納付金が必要となる

　別途納付積立金３．６２円　　別途納付協力金０．３０円

４）国庫負担割合が１：５（１６．７％）で継続される

５）補填基準価格が２２２円安定基準価格が２０２円に引上げ

２．空舎延長事業部分
１）協力金単価　　　３７銭とする
２）出荷期間３０日前後を１０万羽未満のみ１０日間拡張する

３）再導入初日の再導入雛の日齢は１２０日齢を原則として

　　空舎期間を６０日か、９０日か、１２０日かと裁定する



＊再導入元のひなの生産及び出荷ローテーション等の都合上

　やむを得ない事情有る場合１２５日齢迄１２０日齢と見做す

４）１月は農林水産省と協議の上発動するか否かを決定する

AI発生や自然災害等で鶏卵供給に支障生じる場合発動中止
５）飼料価格安定基金に継続して加入している事が必要条件

  【鶏卵価格差補填事業】
成鶏更新・空舎延長事業の安定基準価格を下

[価格] 回った期間でも加入者全員に補填実施される

← 標準取引価格

｜←　―　―　―　→ ｜ 　　　　　補てん基準価格

｜ 　　 ｜ 　　　　　　２２２円/ｋｇ

差 額の９割補填 ｜ 　　 ｜

｜ 　　 ｜ 　　　　安定基準価格

[成鶏更新・　｜  　｜　　２０２円/ｋｇ
空舎延長事業]｜←－－ 　   ーー→｜

10万羽未満は　｜３０日前 　 ３０日後｜ 成鶏を出荷した後、

10日加算する　｜奨励金の対象となる成鶏の出荷期間 　｜６０日以上の空舎期間

　｜ 　｜を保つ事

１．補填基準価格は ２２２円/ｋｇとする。

２．安定基準価格は ２０２円/ｋｇとする。（補填基準価格の９１％とする）

３．標準取引価格が補填基準価格を下回った場合、差額の９０％を補てんする

　　が、安定基準価格２０２円/ｋｇまでとする。

    従って、補てんされる最大価格は以下の金額となる。

　　（２２２円/ｋｇ―２０２円/ｋｇ）×０．９＝１８円００銭となる。

４．安定基準価格を下回って、成鶏更新・空舎延長事業が発動している期間で

　　も規模の大中小に関わらず、加入者全員に補填は実施される。

５．安定基準価格を下回った日から、３０日遡った日の間で出荷した鶏群から

　　安定基準価格を上回った日より、３０日後までの間で、既に出荷を予約している事

　　の証明できる加入者は成鶏更新・空舎延長事業に参加できる。

　　１０万羽未満加入者に限り４０日前後と１０日間延長される



鶏卵生産者経営安定対策事業の仕組み
国

　「生産者：国＝５：１」 　　　　　「生産者：国＝１：３」

鶏卵価格差補填事業 　　空舎延長事業

１０万羽　以　下の

 生産者奨励 金３１０円/１羽以内

差額の９割を補てん ３．２３円 ０．３７円 　９０日以上　　１２０日空舎で６２０円

１２０日以上　　１５０日空舎で９３０円

　　 積立金 協力金 １０万羽　以　上の

 生産者奨励 金２１０円/１羽以内

　９０日以上　　１２０日空舎で４２０円

１２０日以上　　１５０日空舎で６３０円

 処理場奨励 金４７円/１羽以内

　　加　入　生　産　者

３．令和６年・鶏卵生産者経営安定対策事業契約方法

１）押印不要のgBizに登録し、Eマフ電子申請で押印不要で実施

　　するか、従来通り、押印実施書類提出か選択する。

２)契約時に必要な添付資料

（１）確認書・・飼養規模実態、販売報告書、奨励金に関する事

（２）みどりのチェックシート・飼料基金契約書写と自己申告書等

能登半島地震への見舞金支援有難うございました！
団体会員の愛知県経済連・成鶏処理協議会・知多養鶏組合・豊

橋市養鶏組合等を通じ、支援依頼しましたところ６団体２３会員

方から１，６２０，０００円の見舞金が寄せられました。

他の協会及び傘下会員分を併せて石川・富山県に贈呈しました



１．承認事項
（１）令和５年度事業報告及び収支決算書

（２）令和６年度事業計画及び収支予算計画書

（３）令和６年度～令和８年度総会までの新役員

（新理事の９氏）

齋藤利明（知多養鶏農業協同組合・組合長　（有）アイナン産業会長）

平野耕二（　　　　　　〃　　　　　　　・副組合長　（有）ヤマト養鶏社長）

冨田眞之（豊橋市養鶏農業協同組合・組合長　(有）冨田養鶏場社長）

高橋英嘉（　　　　　　〃　　　　　　　・副組合長　（有）高橋養鶏　会長）

鈴木正義（愛知県経済農業協同組合連合会・畜産部長）

井上賢治（　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　 　・養鶏課長）

白井文治（愛知県成鶏処理協議会・理事 (一社）シライフーズ代表理事）

市川裕也（岡崎市養鶏振興会・代表　（株）つくで高原農場社長）

杉山康弘（西尾地区養鶏場・代表　（有）杉山ポートリ―社長）

（新監事の２氏）

林　知孝（（公社）愛知県畜産協会・常務理事）

宮本大介（愛知県成鶏処理協議会・理事（六ッ美養鶏加工協同組合組合長）

（４）たまニコ２０２４愛知大会開催を計画しております。

①開催日時　　　　　令和６年１０月２７日（日）

②開催場所　　　　　JAあぐりタウンげんきの郷

　　（大府市吉田町正エ門新田１－１）

（５）鳥インフルエンザ見舞金制度事業・第５期事業開始です。

①基本契約期間　　令和６年４月～令和９年３月

②年次契約期間　　令和６年４月～令和７年３月　新規募集中です！

③掛け金、見舞金等の内容については事務局迄お問合せ下さい

令和６年度通常総会開催し、事業計画等承認される


